
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み特別企画を実施しました 

愛知・名古屋 戦争に関する資料館では、戦争体験を次世代に伝え、平和の大切さを 

学んでいただくため、毎年 8 月に夏休み特別企画を行っています。 

今年は 8 月 2 日から 18 日にかけて、小中高生を対象に「戦争体験談を聞く会」（全 8 回）、 

一般の方向けに「原爆被災体験を聞く会」（1 回）と「専門家による特別講座」（全 3 回） 

を実施し、企画全体で 260 人を超える方々に参加していただきました。 

暑い中、資料館へ足を運んでいただきありがとうございました。 

「戦争体験談を聞く会」では、戦争体験者やその体験談を引き継ぐ語り手から直接

戦争体験談を聞き、その後、資料館で実物資料を見ることで、参加者に戦争につい

て考えてもらいました。 

戦争体験談を聞く会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「原爆被災体験を聞く会」では、8 月 6 日の広島原爆の日にあわせ、被災者の方に

その体験談を語っていただきました。 

原爆被災体験を聞く会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「専門家による特別講座」では、愛知・名古屋 戦争に関する資料館のアドバイザー

を務めていただいている 3 人の専門家の先生に、「愛知・名古屋の戦争遺跡～記念

碑からみた戦争と国民～」、「狙われた軍需工場～愛知時計と豊川海軍工廠の空襲

～」、「航空機の開発・製造と飛行場～三菱・愛知・川崎の戦前・戦後再開～」のテ

ーマで、各分野からみたこの地域の戦争について講演していただきました。 

専門家による特別講座 


